
1 
4 

、し
て
は
拳
び
得
な
い
六
朝
と
い
う
時
代
の
、
政
治
・
経
済

・
女
化
を
研
究
し
理

解
す
る
上
の
、
よ
き
指
導
書
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
(
村
上
嘉
賞
)

イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ

l
ン
の

「
歴
史
序
説
L

上
巻

回

村

編

賓

造

昭
和
三
十
九
年
三
月
ア
ジ
ア
経
務
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4
3フ
ン

・
ハ
ル
ド
ゥ

l
ン
の
名
は
、
す
で
に
我
が
園
で
も
か
な
り
親
し
い
。

ーし
か
し
そ
の
「
歴
史
序
説
」
を
通
殺
し
た
も
の
が
、
果
た
し
て
何
人
あ
る
で
あ

ろ
う
か
。
原
文
は
十
四
世
紀
の
北
ア
フ
リ
カ
の
ア
ラ
ビ
ア
語
で
記
さ
れ
、
あ
る

程
度
古
典
ア
ラ
ビ
ア
語
や
現
代
ア
ラ
ビ
ア
語
を
翠
ん
だ
も
の
に
と
っ
て
も
、
こ

れ
を
正
確
に
理
解
す
る
こ
と
に
は
、
相
嘗
の
困
難
が
伴
う
は
ず
で
あ
る
。
す
で

に
古
典
と
な
っ
た
ド
ゥ
・
ス
ラ
l
ヌ
の
フ
ラ
ン
ス
語
謬
は
、
現
在
入
手
の
望
み

な
く
、
最
近
刊
行
さ
れ
た
ロ

l
ゼ
ン
タ

l
ル
の
英
謬
は
、

非
常
な
労
作
で
は
あ

る
が
、
か
な
ら
ず
し
も
通
讃
に
容
易
で
は
な
い
。
イ
ス
ラ
l
ム
へ
の
関
心
が
高

ま
り
、
人
び
と
が
軍
な
る
概
説
や
解
説
書
に
満
足
す
る
こ
と
な
く
、
よ
り
直
接

的
で
正
確
な
知
識
を
求
め
て
い
る
今
日
の
日
本
で
、
い
ま
「
歴
史
序
説
」
の
忠

賞
な
翻
課
の
刊
行
さ
れ
た
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
時
宜
を
え
た
企
重
と
言
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

本
書
は
京
都
大
撃
の
田
村
賞
造
教
授
を

代
表
責
任
者
と
す

る
、
羽
田
明
、
藤
本
勝
次
、
清
水
誠
、
佐
藤
圭
四
郎
、
岡
崎
正
孝
の
諸
氏
の
ア

ジ
ア
経
済
研
究
所
の
委
托
研
究
の
成
果
で
、
こ
こ
に
刊
行
さ
れ
た
上
容
に
は
、

田
村
・
沼
田
両
氏
の
執
筆
に
か
か
わ
る

「イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ

l
ン
の
縛
記
と

著
作
」
と
い
う
解
題
記
事
に
綴
き
、
藤
本

・清
水
雨
氏
に
よ
る
寸
歴
史
序
説
」

の
序
章
か
ら
第
一一一章
ま
で
の
翻
誇
が
枚
め
ら
れ
て
い
る
。

解
題
に
も
記
さ
れ
た
通
り
、
イ
プ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ

1
γ

の
大
著
「

4
パ
ル
の

書
」
は
第
一
部
が
こ
の
「
歴
史
序
説
(
ム
カ
ッ
デ
ィ
マ
〉
」
、
第
二
部
が
ア
ラ
ブ

を
中
心
と
し
た
十
四
世
紀
ま
で
の
世
界
史
、
第
三
部
が
ア
ラ
ブ
の
征
服
か
ら
十

四
世
紀
に
至
る
ま
で
の
北
ア
フ
リ
カ
史
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
第

一
部

の
「
歴
史
序
説
」
は
、
第
二
部
お
よ
び
第
三
部
と
較
べ
て
非
常
に
短
く
、
著
者

の
後
見
し
た
い
く
つ
か
の
重
要
な
法
則
を
含
む
、
歴
史
を
構
成
す
る
政
治

・
祉

曾

・
経
済
的
要
素
の
綿
密
な
分
析
が
、
ぞ
こ
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。
著
者
が
こ

れ
ら
の
歴
史
の
法
則
を
義
見
し
た
の
は
、
第
二
部
お
よ
び
第
三
部
に
記
さ
れ
た

歴
史
の
具
種
的
研
究
を
通
じ
て
で
あ
る
が
、
第
二
部
お
よ
び
第
三
部
の
内
容

一

は
、
著
者
の
非
難
し
た
停
統
的
な
ム
ス
リ
ム
の
年
代
記
と
、
ほ
と
ん
ど
獲
る
と

、お

こ
ろ
が
な
い
。
し
た
が
っ
て
「
歴
史
序
説
」
を
「
イ
パ
ル
の
書
」
の
他
の
部
分
ペ

か
ら
切
り
離
し
て
考
察
す
る
こ
と
に
は
、
内
容
上
か
ら
も
本
書
全
趨
の
構
成
上

か
ら
も
十
分
の
理
由
が
あ
り
、
ま
た
事
賞
、
恵
谷
俊
之
氏
作
製
の
参
考
文
献
目

録
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
従
来
イ
ブ
ン

・
ハ
ル
ド
ゥ

l
ン
研
究
と
言
え

ば
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
「
歴
史
序
説
」
の
研
究
を
意
味
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

「
歴
史
序
説
」
の
胃
頭
に
は
、
「
イ
・
ハ
ル
の
豊
富
」
全
健
の
序
説
で
あ
る
「
ま

え
が
き
」
と
序
論
「
歴
史
撃
の
良
債
」
が
牧
め
ら
れ
、
こ
こ
で
イ
ブ
ン
・
ハ
ル

ド
ゥ

l
ン
は
、
彼
の
い
わ
ゆ
る
新
皐
問
と
し
て
の
歴
史
の
意
義
と
研
究
法
と
を

述
べ
て
い
る
。
彼
は
言
う
。

「
表
面
的
に
は
、
歴
史
は
政
治
的
事
件
、
諸
園

家
、
速
い
過
去
の
出
来
事
な
ど
の
報
告
で
、
し
か
も
優
雅
に
語
ら
れ
、
諺
で
趣

を
添
え
ら
れ
た
報
告
以
上
の
も
の
で
は
な
い
:
;
:
他
方
、
内
面
的
に
は
、
歴
史

は
英
理
を
得
ょ
う
と
試
み
る
こ
と
と
思
索
す
る
こ
と
、
存
在
物
の
成
立
や
起
源
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を
詳
細
に
説
明
す
る
こ
と
が
含
ま
れ
、
ま
た
諸
事
件
の
存
在
と
経
過
に
閥
す
る

深
い
知
識
も
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
歴
史
は
、
哲
皐
に
根
ざ
し
て
い
る
。

歴
史
は
、
哲
翠
の
一
分
振
に
か
ぞ
え
ら
れ
る
に
足
る
も
の
で
あ
る
」
と
(
四
八

頁
)
。
ム
ス
リ
ム
の
侍
統
的
な
考
え
方
に
よ
れ
ば
、
す
べ
て
の
皐
聞
は
「
シ
ャ

リ
l
ア
の
皐
問
」
と
「
外
来
の
事
問
」
と
に
分
類
さ
れ
る
。
前
者
は
法
師
宇
・
一
刑

事
・
文
法
拳
・
史
事
な
ど
の
イ
ス
ラ
l
ム
固
有
の
皐
聞
で
、
後
者
は
哲
皐
・
留

事
・
数
皐
・
天
文
皐
な
ど
の
、
ギ
リ
シ
ア
や
イ
ン
ド
の
よ
う
な
外
園
に
起
源
を

も
っ
皐
間
で
あ
る
。

「
シ
ャ
リ
l
ア
の
皐
問
」
で
あ
る
史
撃
と
、
「
外
来
の
事

問
」
で
あ
る
哲
撃
と
の
あ
い
だ
に
、
越
え
難
い
一
線
を
重
し
た
ム
ス
リ
ム
の
停

統
的
な
皐
問
観
か
ら
す
れ
ば
、
彼
は
ま
こ
と
に
異
端
の
歴
史
家
だ
っ
た
こ
と
に

な
る
。
彼
は
さ
ら
に
序
論
の
中
で
、
上
に
引
用
し
た
言
葉
を
う
け
て
、
従
来
の

物
語
的
・
年
代
記
的
な
歴
史
を
非
難
し
、
歴
史
撃
の
異
債
は
史
貨
の
相
閥
闘
係

を
追
求
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
歴
史
の
渡
展
の
法
則
を
護
見
す
る
こ
と
に
あ
る

と
述
べ
て
い
る
。
歴
史
が
哲
皐
の
一
分
涯
に
算
え
ら
れ
る
に
足
る
の
は
、
そ
の

異
の
目
的
が
法
則
性
の
護
見
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
法
則
性
の
毅
見
は
抽
象
的

思
惟
の
結
貨
で
あ
る
。
ギ
リ
シ
ア
の
皐
術
が
イ
ス
ラ
l
ム
世
界
に
及
ぼ
し
た
影

響
は
、
量
り
知
ら
れ
な
い
ほ
ど
大
き
い
。
し
か
し
そ
の
最
大
の
貢
献
は
、
野
撃

と
か
哲
副学
と
か
い

っ
た
個
々
の
接
聞
の
分
野
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
未
知
の
世

界
に
封
す
る
探
求
心
と
、
抽
象
的
な
思
惟
と
を
ム
ス
リ
ム
に
教
え
た
こ
と
に
あ

る
。
こ
の
鮎
で
「
展
史
序
説
」
は
、
ギ
リ
シ
ア
精
一脚
の
み
ご
と
な
成
果
と
言
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
来
と
も
す
る
と
、
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ヴ

l
ン
の
哲
準

的
歴
史
観
は
、
ム
ス
リ
ム
史
家
に
そ
の
先
駆
者
な
く
、
ま
た
後
継
者
も
な
く
、

ま
っ
た
く
濁
自
の
地
位
を
占
め
る
も
の
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
た
。
し
か
し
こ

の
黙
で
、
我
わ
れ
は
マ
ス
ウ
l
-ア
ィ
l

(
九
五
六
年
波
〉
の
意
義
を
再
検
討
す

る
必
要
を
感
じ
る
。
彼
が
死
の
数
年
前
に
完
成
し
た
「
警
告
と
改
訂
の
書
」

は
、
主
著
「
時
代
の
情
報
」
の
分
析
的
な
索
引
お
よ
び
補
選
と
言
っ
た
性
質
の

も
の
で
あ
る
が
、
彼
は
こ
の
書
の
序
論
で
宗
教
と
閤
家
と
の
関
係
、
お
よ
び
宗

教
と
政
治
の
厨
嬢
の
原
因
を
論
じ
、
ま
た
本
論
の
中
で
民
族
の
法
が
そ
の
宗

教
、
そ
の
経
済
、
そ
の
内
的
な
性
格
お
よ
び
隣
接
民
族
の
法
の
影
響
と
い
う
、

四
つ
の
要
素
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
歴
史
の
法
則
へ
の

関
心
を
寄
せ
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
侍
統
的
な
ム
ス
リ
ム
史
撃
に
お
い
て
、
マ

ス
ウ
l
デ
ィ
!
の
歴
史
意
識
は
高
く
評
債
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
イ
ブ

ン
・
ハ
ル
ド
ゥ

l
ン
が
マ
ス
ウ
l
デ
ィ
ー
か
ら
、
直
接
ど
の
程
度
影
響
を
受
け

た
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
雨
者
と
も
哲
皐
者
の
政
治
理
論
を
よ
く
勉
強
し
て

お
り
、
そ
れ
を
通
じ
て
歴
史
の
理
論
的
な
考
察
に
導
か
れ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
本
論
に
は
い
っ
て
第
一
章
は
「
人
類
の
文
明
に
つ
い
て
、
そ
の
一
般
論

と
諸
前
提
」
と
題
さ
れ
、
骨
由
時
ム
ス
リ
ム
に
知
ら
れ
て
い
た
地
球
上
の
七
気
候

憎
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
気
候
が
人
類
文
化
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
の
、
人
文
地

理
事
的
な
考
察
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
人
文
地
理
撃
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
こ

の
章
で
と
く
に
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ

l
ン
が
預
言
の
存

在
を
理
論
的
に
登
明
し
よ
う
と
す
る
哲
皐
者
に
、
張
い
反
封
を
表
明
し
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
彼
は
激
言
者
を
知
ら
な
い
民
族
が
、
啓
典
を
所
有
す
る
民
よ
り

も
は
る
か
に
多
数
を
占
め
、
し
か
も
彼
等
が
過
去
に
す
ぐ
れ
た
文
明
を
建
設
し

た
事
貨
を
指
摘
し
、
預
言
は
理
性
に
よ
っ
て
理
解
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
た

だ
シ
ャ
リ
l
ア
に
よ
っ
て
の
み
示
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
言
う
(
一

O
九
頁
〉
。

シ
ャ
リ
l
ア
と
ノ
モ
ス
と
の
究
局
の
調
和
を
信
じ
、
啓
示
を
人
間
の
震
魂
に
作

用
す
る
ア
ク
ル
・
フ
プ
ツ
ア
ー
ル
(
行
篤
者
と
し
て
の
英
知
)
の
紳
か
ら
の
流

出
と
解
寝
す
る
の
は
、
フ
プ

I
ラ
l
ピ
l

(
九
五

O
年
波
)
以
来
哲
筆
者
の
政

-116一
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治
理
論
の
一
貫
し
た
考
え
方
で
あ
っ
た
。
ギ
リ
シ
ア
思
想
の
正
し
い
繕
承
者
で

あ
っ
た
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
l
ン
が
、
哲
奉
者
の
政
治
理
論
の
根
本
原
則
を
拒

否
し
、
ア
プ
リ
オ
リ
な
諌
言
の
必
要
性
を
い
っ
さ
い
の
議
論
の
出
護
黙
に
置
い

て
い
る
こ
と
は
、
彼
の
思
想
的
背
景
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
彼
は
マ
l
ワ
ル
デ

ィ
l

(
一
O
五
八
年
波
〉
の
「
政
府
の
制
度
」
の
強
い
影
響
を
受
け
、
と
く
に

公
権
力
を
論
じ
た
本
書
の
第
一
-
一
章
に
は
、
「
政
府
の
制
度
」
か
ら
文
字
通
り
引

用
し
た
記
事
が
非
常
に
多
い
。
マ
l
ワ
ル
デ
ィ
ー
に
よ
れ
ば
、
イ
マ
l

マ
は
理

性
に
よ
っ
て
要
求
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
ジ
ャ
リ
l
ア
に
よ
っ
て
要
求
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
理
性
に
基
づ
く
政
府
は
、
単
に
人
び
と
の
不
正
や
不
和
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
る
に
す
ぎ
な
い
が
、
シ
ャ
リ
l
ア
に
基
づ
く
政
府
は
、
人
び
と

の
相
互
信
頼
と
友
情
の
上
に
、
こ
の
世
に
お
け
る
法
と
正
義
の
積
極
的
な
確
立

に
役
立
つ
ば
か
り
で
な
く
、
人
び
と
に
来
世
の
幸
福
一
の
た
め
の
準
備
を
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
。
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ

l
y
が
政
治
形
態
に
関
連
し
て
、
こ
れ

と
ま
っ
た
く
同
じ
意
見
を
述
べ
て
い
る
の
を
、
讃
者
は
の
ち
に
見
る
こ
と
で
あ

ろ
う
。
イ
プ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
l
ン
の
思
想
の
根
底
に
あ
っ
た
も
の
は
、
ほ
か
な

ら
ぬ
ム
ス
リ
ム
の
侍
統
的
な
法
事
思
想
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

第
二
章
は
「
田
舎
や
砂
漠
の
文
明
、
野
蜜
民
族
、
諸
部
族
お
よ
び
こ
れ
ら
が

示
す
さ
ま
ざ
ま
な
獄
態
、
そ
の
内
部
に
横
た
わ
る
定
理
と
説
明
に
つ
い
て
」
と

題
さ
れ
、
都
市
の
文
明
を
論
じ
た
第
四
章
に
謝
し
て
、
田
舎
や
砂
漠
の
文
明
が

考
察
さ
れ
て
い
る
。
文
明
に
つ
い
て
の
一
般
論
で
あ
る
第
一
章
に
績
い
て
、
ま

ず
田
舎
や
砂
漠
の
文
明
に
つ
い
て
議
論
す
る
の
は
、
そ
れ
が
他
の
あ
ら
ゆ
る
も

の
に
先
行
す
る
か
ら
で
あ
る
。
田
舎
や
砂
漠
と
い
う
の
は
ア
ラ
ビ
ア
語
の
パ
ド

ウ
に
謝
す
る
本
書
の
詩
語
で
あ
る
が
、
課
注
に
も
明
ら
か
に
指
摘
さ
れ
た
通

り
、
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
l
γ
は
パ
ド
ウ
を
ハ
ダ
ル
ハ
都
曾
〉
に
封
立
す
る
概

念
と
し
て
考
え
て
お
り
、
砂
漠
の
ほ
か
に
牧
草
地
や
農
耕
地
な
ど
も
こ
れ
に
含

ま
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
田
舎
や
砂
漠
と
い
う
言
葉
は
、
や
や
我
わ
れ

に
は
耳
遠
い
と
は
い
え
、
イ
プ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
l
ン
の
パ
ド
ウ
の
誇
垣
間
と
し

て
は
す
こ
ぶ
る
適
切
な
も
の
で
あ
る
。
田
舎
や
砂
漠
の
民
の
文
明
の
考
察
に
嘗

っ
て
、
イ
プ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
l
ン
は
つ
ね
に
彼
等
の
生
活
形
態
を
都
市
の
民
の

そ
れ
と
比
較
し
つ
つ
、
田
舎
や
砂
漠
が
文
明
の
根
源
で
あ
り
、
都
市
の
活
力
源

で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
彼
は
こ
こ
で
有
名
な
連
待
意
識
(
ア
ザ
ピ
!

ヤ
)
と
い
う
観
念
を
設
定
し
、
田
舎
や
砂
漠
の
民
、
と
く
に
砂
漠
の
純
遊
牧
民

で
あ
る
ベ
ド
ウ
ィ
ン
に
典
型
的
に
現
わ
れ
る
連
帯
意
識
が
、
彼
等
が
王
朝
を
建

設
し
都
市
生
活
を
開
始
す
る
と
と
も
に
、
し
だ
い
に
失
な
わ
れ
て
行
く
過
程
に

注
意
を
向
け
る
。
こ
の
連
帯
意
識
の
観
念
の
抽
象
化
に
よ
り
、
彼
は
耐
曾
皐
者

と
し
て
高
く
許
債
さ
れ
る
が
、
ア
ラ
ビ
ア
語
の
ア
サ
ビ
l
ヤ
は
、
が
ん
ら
い
イ

ス
ラ
l
ム
精
榊
に
樹
立
す
る
部
族
意
識
と
し
て
、
ハ
デ
ィ
l
ス
で
非
難
の
意
味

を
こ
め
て
使
用
さ
れ
て
い
た
言
葉
で
あ
る
。
彼
は
こ
の
ア
サ
ピ
l
ヤ
と
い
う
言

葉
に
、
人
聞
社
曾
の
結
合
の
基
本
的
な
き
ず
な
と
い
う
祉
曾
撃
的
な
意
味
を
奥

ぇ
、
彼
の
歴
史
解
懇
の
最
も
有
力
な
武
器
と
し
て
こ
れ
を
利
用
し
た
の
で
あ

る
。
こ
と
に
も
彼
の
濁
創
的
な
方
法
論
の
一
端
が
う
か
が
わ
れ
る
。

第
三
章
は
「
王
朝
、
王
権
、
カ
リ
フ
位
、
政
府
官
職
お
よ
び
こ
れ
ら
に
伴
う

あ
ら
ゆ
る
事
項
、
そ
の
基
本
的
提
議
と
補
足
的
提
議
」
と
題
さ
れ
、
イ
ス
ラ
l

ム
の
公
権
力
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
て
い
る
。
イ
プ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ

l
ソ
は
ま

ず
、
園
家
と
王
権
と
は
部
族
の
祉
曾
集
固
と
連
待
意
識
と
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ

る
と
述
べ
、
つ
い
で
連
帯
意
識
の
喪
失
と
、
都
市
生
活
に
お
け
る
高
度
の
文
明

の
追
求
の
結
果
と
し
て
の
著
修
と
安
逸
と
の
支
配
が
、
や
が
て
王
朝
を
滅
亡
に

導
く
も
の
と
考
え
る
。
彼
は
い
わ
ゆ
る
王
朝
三
世
代
論
と
い
う
も
の
を
述
べ
て
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い
る
が
、
そ
れ
は
一
世
代
を
約
四
十
年
と
み
な
し
、
一
般
に
王
朝
の
霧
命
は
、

強
い
連
得
意
識
に
よ
っ

て
支
え
ら
れ
た
第

一
世
代
、
高
官
修
と
安
逸
と
に
な
れ
て

連
帯
意
識
を
失
な
い
は
じ
め
た
第
二
世
代
、

完
全
に
連
得
意
識
を
喪
失
し
た
第

三
世
代
の一
一一世
代
百
二
十
年
を
越
え
る
こ
と
は
な
い
と
言
う
も
の
で
あ
る
。
彼

は
ま
た
王
一
朝
の
勃
興
か
ら
滅
亡
に

至
る
ま
で
の
百
二
十
年
間
を
五
段
階
に
分

け、

H
そ
の
樹
立
、
白
完
全
な
支
配
機
の
掌
握
、
白
王
権
の
安
泰
と
卒
和
の
維

持
、
伺
縛
統
主
義
へ
の
満
足
、
回
浪
費
と
荒
援
の
五
段
階
を
緩
て
、
王
朝
は
つ

い
に
滅
亡
す
る
に
至
る
と
言
う
。

こ
れ
が
王
朝
興
亡
の
五
段
階
論
で
あ
る
。

王
朝
の
三
世
代
論
や
五
段
階
論
は
、
と
も
に
イ
ブ
ン

・ハ

ル
ド
ゥ

1
ン
の
設

見
し
た
歴
史
の
法
則
の
す
ぐ
れ
た
質
例
で
あ
る
が
、
イ
フ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ

l
ン

の
思
想
的
背
景
を
理
解
す
る
た
め
に
、
こ
れ
ら
に
増
し
て
重
要
な
意
味
を
持
つ

も
の
は
、
そ
の
次
に
述
べ
ら
れ
た
カ
リ
フ
位
と
王
槌
と
に
つ
い
て
の
彼
の
政
治

論
で
あ
る
。
イ
フ

ン
・ハ

ル
ド
ゥ
1

ン
は
理
想
的
な
政
治
形
態
を
、
宗
教
に
基

づ
く
政
治
と
知
的
な
基
礎
の
上
に
あ
る
政
治

(
理
性
に
基
つ
く
政
治
)
の
二
つ

か
ら
な
る
と
す
る
(
三
二
二
頁
)
。
も

っ
と
も
彼
は
哲
謬
者
の
政
治
理
論
の
完

全
都
市
(
理
想
図
)
を
も
知
っ
て
い
る
が
、
完
全
都
市
が
現
貨
に
存
在
し
得
る

可
能
性
は
ま
っ
た
く
な
く
、
哲
皐
者
自
身
も
こ
れ
を
純
粋
に
仮
定
の
問
題
と
し

て
議
論
し
て
い
る
と
し
て
、
こ
れ
を
考
慮
の
外
に
置
い
て
い
る
。
宗
教
に
基
づ

く
政
治
は
カ
リ
フ
H

イ
マ

l
ム
の
政
治
、
理
性
に
基
づ
く
政
治
は
ム
ル
タ
の
政

治
で
あ
る
。
ム
ル
ク
と
い
う
ア
ラ
ビ
ア
語
は
王
位
を
意
味
す
る
が
、
こ
の
場
合

は
格
競
は
カ
リ
フ
で
あ
れ
ス
ル
タ
l
ン
で
あ
れ
、
シ
ャ
リ
l
ア
を
指
導
原
理
と

オ
る
こ
と
な
く
、
し
か
も
効
果

的
に
統
治
の
質
を
あ
げ
う
る
君
主
を
意
味
す

る
。
宗
教
に
基
づ
く
政
治
に
お
い
て
、
カ
リ
フ
は
シ
ャ
リ
|
ア
の
代
表
者
マ
ホ

メ
ッ
ト
の
後
総
者
と
し
て
、
現
世
の
問
題
に
つ
レ
て
も
来
世
の
問
題
に
つ
い
て

も
、
人
び
と
を
シ
ャ
リ
l
ア
に
基
づ
い
て
行
動
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
他
方

理
性
に
基
づ
く
政
治
に
お
い

て
は
、
現
世
に
お
け
る
大
衆
の
利
盆
を
増
し
、
害

す
る
も
の
を
避
け
る
手
段
を
理
性
で
洞
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
王
が
大
衆
を
彼

等
の
目
的
と
希
望
と
の
要

求
す
る
と

こ
ろ
に
従
っ

て
行
動
さ
せ

る
だ
け
で
あ

る
。
讃
者
の
直
ち
に
怨
起
さ
れ
る
よ
う
に
、
イ
ブ
ン

・
ハ
ル
ド
ゥ

l
ン
の
償
値

判
断
の
基
準
は
、
マ

l
ワ
ル
デ
ィ

l
の
そ
れ
と
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
。
た
だ

彼
は
現
貨
の
問
題
と
し
て
理
性
に
基
づ
く
政
治
を
承
認
し
た
こ
と
に
よ
り
、
権

力
闘
家
論
の
展
開
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
イ
ブ
ン

・
ハ
ル
ド
ゥ

l
ン

は
理
性
に
封
オ
る
シ
ャ
リ
l
ア
の
優
越
を
堅
く
信
じ
て
疑
わ
な
か
っ
た
。
こ
の

あ
と
「
歴
史
序
説
」
は
第
四
章
で
都
市
文
明
、
第
五
章
で
経
済
問
題
、
第
六
章

で
イ
ス
ラ

l
ム
の
翠
問
お
よ
び
数
育
の
諸
問
題
を
論
じ
て

い
る
が
、
こ
の
た
び

刊
行
さ
れ
た
上
容
に
は
、
第
三
章
ま
で

の
翻
謬
が
政
め
ら
れ
て
い
る
。

あ
る
摩
者
は
「
歴
史
序
説
」
は
歴
史
哲
撃
を
述
べ
た
も
の
と
言
い
、
ま
た
あ

る
穆
者
は
、
そ
れ
は
一
位
曾
翠
を
説
い
た
も
の
で
あ
る
と
言
う
。
別
の
皐
者
は
そ

れ
に
す
ぐ
れ
た
人
文
地
理
撃
を
後
見
し
、
ま
た
ほ
か
の
筆
者
は
そ
れ
に
経
済
原

論
を
見
出
す
。
た
し
か
に
「
廃
史
序
説
」
は
そ
れ
ら
の
す
べ
て
を
含
み
、
し
た

が
っ
て
こ
れ
を
百
科
全
書
と
許
し
た
撃
者
も
あ
る
。
し
か
し
「
歴
史
序
説
」
の

員
の
債
値
は
、
そ
の
随
所
に
展
開
さ
れ
た
枇
曾
撃
や
経
済
皐
的
な
個
々
の
議
論

に
あ
る
の
で
は
な
く
、

「
歴
史
序
説
」
の
全
鐙
を
貫
く
、
歴
史
設
展
の
背
後
に

ひ
そ
む
政
治

・
経
済
・
枇
曾
的
要
因
の
全
鰻
的
な
分
析
の
綿
密
さ
に
あ
り
、
そ

の
分
析
の
全
鰻
系
こ
そ
、

イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド

ゥ
l
ン

み
ず
か
ら
そ
の
建
設
を
誇

っ
た
新
事
問
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
す
で
に
ギ
ブ
が
正
し
く
指
摘
し
た
よ
う
に
、

イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ

l
ン
の
思
想
の
根
底
に
あ
っ
た
も
の
は
、
同
時
統
的
な
イ
ス

ラ
l
ム
法
皐
で
あ
っ
た
。
彼
は
ム
ス
リ
ム
の
法
撃
者
と
し
て
、
マ

l
ワ
ル
デ
ィ

。。
司
よ



ー
を
は
じ
め
と
す
る
ム
ス
リ
ム
の
政
治
理
論
を
正
し
く
繕
承
し
た
が
、
観
察
と

抽
象
化
と
録
納
法
と
を
特
徴
と
す
る
彼
の
歴
史
分
析
の
方
法
論
は
、
彼
が
哲
皐

者
の
政
治
理
論
か
ら
事
ん
だ
ギ
リ
シ
ア
哲
暑
の
そ
れ
を
、
さ
ら
に
設
展
さ
せ
た

も
の
で
あ
すっ
た
。
イ
プ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
l
ン
の
事
問
の
濁
創
性
を
高
く
許
領
す

る
あ
ま
-P
、
彼
の
思
想
の
非
宗
教
性
、
反
宗
教
性
を
説
く
の
は
確
か
に
誤
ま
っ

て
い
る
。
し
か
し
九
世
紀
の
は
じ
め
の
知
悪
の
館
の
建
設
以
来
、
イ
不
ラ
l
ム

思
想
界
に
組
大
な
影
響
を
及
ば
ふし
て
き
た
ギ
リ
シ
ア
哲
撃
の
痔
統
が
、
す
ぐ
れ

て
ム
ス
日
ム
の
法
皐
者
で
あ
っ
た
イ
プ
ン
・
}
ハ
ル
ド
ゥ
l
ン
そ
の
人
に
よ
り
、

十
四
世
紀
の
な
か
ば
の
北
ア
フ
リ
カ
で
、
鋭
い
歴
史
分
析
の
方
法
論
に
ま
で
高

め
ら
れ
た
事
賞
を
軽
視
じ
て
は
な
ら
な
い
。

本
書
の
謬
文
は
細
部
に
ま
で
注
意
が
行
き
と
ど
き
、
非
常
に
正
確
で
あ
る
ば

か
り
で
な
く
、
讃
み
や
す
い
卒
易
な
日
本
語
と
な
っ
て
い
る
iζ

と
は
、
ま
こ
と

に
喜
ば
し
い
。
し
か
し
「
歴
史
序
説
」
の
よ
う
に
複
雑
・
多
岐
な
書
物
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
記
事
の
内
容
を
詳
し
く
調
査
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
翻
謬
も
一
一
暦

正
確
と
な
る
。
い
ま
そ
の
質
例
と
し
て
、
本
書
の
三
四

0
.頁
を
る
げ
て
み
よ

う
。
こ
の
ベ

l
ジ
の
第
二
行
に
、
「
マ
ホ
メ
ッ
ト
の
子
ア
ブ
1

・ハ

I
シ
ム
」
と

い
う
記
事
が
あ
る
。
本
書
で
マ
ホ
メ

ッ
ト
と
言
う
の
は
預
言
者
マ
ホ
メ
ッ
ト
を

さ
す
が
、
ア
ブ

l
・ハ

l
シ
ム
は
稼
言
者
マ
ホ
メ
ッ
ト
の
子
で
は
な
く
、
そ
の

・
次
に
記
さ
れ
た
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ビ
ン
・
ア
ル
・
ハ
ナ
フ
ィ

l
ヤ
の
子
で
あ
る
。

つ
ま
り
こ
の
記
事
は
、
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ビ
ン
・
ア
ル
・
ハ
ナ
フ
ィ

l
ヤ
の
泊
以

後
、
イ
マ
l
ム
の
位
が
そ
の
息
子
、
ア
プ
l
・
ハ
l
シ
ム
に
停
え
ら
れ
た
こ
と

を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
次
に
第
十
四
行
に
、
ア
ル
・
マ
ン
ス

l
ル
を
ア
ッ
・

355 

サ
ッ
フ

7
1
フ
の
弟
と
し
て
い
る
。
ア
ラ
ピ

7
語
で
は
兄
と
弟
と
の
扉
別
は
つ

か
な
い
が
、
二
人
の
生
年
を
調
べ
る
こ
と
に
よ
り
、
前
者
が
兄
で
後
者
が
弟
で

あ
っ
た
事
賓
が
判
明
す
る
。
ア
ル
・
マ
ン
ス

l
ル
の
母
は
女
奴
隷
(
ウ
ン
ム
・

ワ
ラ
ド
)
で
あ
っ
た
た
め
、
父
ム
ハ
ン
マ
ド
の
正
妻
ラ
イ
タ

(
ア
ル
・
ハ

l
リ

ス
ィ

1
ヤ
)
の
生
ん
だ
弟
ア
ッ
・
サ
ッ
フ
ァ
l
フ
の
方
が
、
先
に
カ
リ
フ
に
立

て
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
ウ
マ
イ
ヤ
朝
で
は
ウ
ン
ム
・
ワ
ラ
ド
の
生
ん
;

だ
王
子
は
カ
リ
フ
の
位
に
つ
く
こ
と
が
で
き
ず
、
ア
ッ
パ
ー
久
朝
で
は
そ
れ
が

普
通
の
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
の
先
例
を
開
い
た
も
の
が
ア
ル
・
マ
ン
ス
l
ル

の
卸
位
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
第
十
九
行
の
ア
ブ
l
・
サ
リ
マ
・
ア
ル
・
ハ

ツ
ラ

l
ル
は
、
ア
ブ

1
・
ム
ス
リ
ム
お
よ
び
ス
ラ
イ
マ

l
ン
・
ピ
ン
・
カ
ス
イ

l
ル
と
並
ん
で
記
さ
れ
て
い
る
以
上
、
ア
ッ
パ
ー
ス
家
運
動
の
指
導
者
で
ア
ッ

パ
ー
ス
朝
最
初
の
ワ
ズ
ィ

l
ル
と
な
っ
た
ア
ブ

l

・
サ
ラ
マ
・
ア
ル
・
ハ
ッ
ラ

l
ル
の
こ
と
に
一違
い
な
い
。
こ
の
種
の
誤
り
は
、
注
意
し
て
内
容
を
調
査
す
る

こ
と
に
よ
り
、
か
な
り
の
程
度
避
け
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。

ロ
ー
マ
字
に
誤
植
の

目
立
つ
こ
と
は
残
念
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
下
容
刊
行
の
際
、
正
誤
表
に
よ
っ
て

訂
正
さ
れ
る
も
の
と
期
待
す
る
。
し
か
し
パ
ル
マ
ク
家
を
と
・
切
白
品
目

Z
白
と

し
た
よ
う
な
も
の
は
(
六
四
頁
)
、
軍
な
る
誤
植
と
は
言
い
難
い
。
し
か
し
こ

れ
ら
は
、
僅
か
し
か
な
い
本
書
の
紋
貼
を
強
い
て
拾
っ
た
だ
け
で
あ
り
、
今
日

の
日
本
の
イ
ス
ラ

I
ム
皐
界
に
と
っ
て
、
本
書
刊
行
の
意
義
は
量
り
知
り
難
い

ほ
ど
大
き
い
。
あ
と
は
た
だ
、
下
容
の
す
み
や
か
な
刊
行
を
斬
る
ば
か
り
で
あ

る

。

(

嶋

田

裏

卒

)
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